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会社概要
・名 称 株式会社 百五銀⾏

・設⽴年⽉⽇ １８７８年１１⽉１９⽇（明治１１年）

・本店所在地 三重県津市岩⽥

・資 本 ⾦ ２００億円

・預 ⾦ 残 ⾼ ４兆７，２２８億円

・貸出⾦残⾼ ３兆１，０２０億円

・⾃⼰資本⽐率 １０．２７％（単体：国内基準）

・従 業 員 数 ２，４７０名

・店 舗 数 １３７か店 海外駐在員事務所３拠点
（※2018年３⽉31⽇現在）



１ 百五銀⾏におけるデジタル化の推進

■顧客向けサービスのデジタル化は営業戦略部（つながる＠ネット課）、業務プロセスのデジタル
化は事務統括部（ＢＰＲ推進室）が、また、ワークスタイル変⾰は経営企画部（働き⽅改⾰推進
室）に役割分担され、関係部署が横串の情報交換、意⾒交換をおこないながら進めている。



２ ＲＰＡ取組の変遷（2016年〜2018年）
■ＲＰＡ導⼊の検討、試⾏、本格展開は、事務統括部ＢＰＲ推進室を中⼼に実施
■ソフトウェアはNTTﾃﾞｰﾀのWinActorを採⽤し、現在12台で運⽤
■2018年4⽉の本格展開開始から、今後数年間で約500業務への適⽤を⽬指している

◇6⽉〜11⽉
試⾏プロジェクト展開

◇１⽉ 試⾏結果および本格展開の報告

◇8⽉ 調査開始

2016年●

2017年●

2018年●

◇12⽉〜2017年2⽉
ベンダーやコンサルの提案⽐較

◇4⽉ 試⾏開始の決定

◇12⽉ 拡⼤に向けた業務の棚卸

◇４⽉ 本格展開
◇６⽉〜現在
OCR活⽤の実証実験中

対象業務取組の変遷

項番 業務名

1 格付⾃⼰査定業務 3,993

2 業績集計作業 162

3 ⽀店⻑、営業推進委員アドレス作成 24

4 監査法⼈残⾼証明書作成（準備作業） 300

5 CRS既存顧客確認⼿続き 30

6 格付⾃⼰査定 期⽇案内メール発信 623

7 預貸⾦⽇⾜作成 122

8 融資本部集中 実⾏依頼受付 180

9 アパートローン先 稟議関係帳票の抽出および保存 199

10 捜査事項照会 1,500

･･･ その他 484

合計 7,617

効果

◇2018年7⽉末現在 23業務 7,617時間（年）をロボ化

※単位：時間（年換算）



３ 期待とのＦＩＴ＆ＧＡＰ

■定型業務の⾃動化を中⼼に業務効率化を図り、⼈員創出はできるのか？当初の思惑と現在までの
取組を振り返って、想定との差異を検証。

やってみて、ねらいはより明確に！

□効率化による⽣産性の向上

□誤⼊⼒などの事務ミス削減

□システム改修費⽤抑制

□業務削減による⼈材有効活⽤

ねらい

★プロセスから変える

◆廃⽌や縮⼩も検討のうえで取組む
◆前後のプロセスも含め、
ルール変えて⼤きな効果

◆⼆重チェックは単独チェックに

★ＢＰＲほかの施策と整合性
（ＢＰＲ全体で効果作る）

◆組織全体の施策にのっかる
◆インパクトある業務選定
◆⼩粒なものをやりすぎない

★センターで⼈員創出
（実際には業務拡⼤）

◆集中部署で⼈員創出狙う
◆メガＢＫとのサイズの相違に留意
◆担当者の互換性まで考慮すれば効
果⼤

□時間は創れるがメンテも増加

□圧倒的に正確だがときどき停⽌

□従来からの業務プロセスに課題

□業務削減≒⼈材活⽤

実際には



４ 直⾯する課題と対応⽅針

■課題１ 限られた⼈的資源の中で、スピード感をもって推進する
■課題２ 業務のブラックボックス化を排除し、業務プロセスを変えることを意識する
■課題３ 業務部署でシナリオ開発を内製化できるよう、専担者を育成する

事務統括部
(ＢＰＲ推進室)

・早期育成を⽬的とした任意の勉強会
スキル習得や情報共有する場として
定期的に運営

業務部署

ＲＰＡ研究会

＜担当者＞
シナリオ実⾏のみ

協働

参加

●ＢＰＲ推進室は、取組みの優先順位検討・実施、ＩＤやＰＣの管理、効果
の検証等をおこなう

●専担者、管理者はシナリオの作成、管理、実⾏ともにおこなう
●ＲＰＡ研究会は、スキル習得、取組の⽬線共有などをおこなう勉強会
●ソフトウェアベンダーの知⾒を活⽤する

＜管理者＞3部署7名
シナリオ作成、実⾏、管理

＜専担者＞1名
・シナリオ作成、実⾏、管理
・ＰＣおよびＩＤ管理

◇業務プロセス⾒直し
◇シナリオレビュー
◇取組みの決定等

ソフトウェアベンダー

指導

主催

集中型に近い
ハイブリッド型



Robo
Taro

Robo
Jiro

当行でも
ロボット（ＲＰＡ）が
活躍しています！

融資集中部署の「自己査定業務」や、
業務サポートセンターの「監査法人残高
証明書発行業務」等に適用しています！

５ 今後の⽅向性
■ロボットの増加や業務領域の拡⼤に伴って想定される課題への対応をすすめていく
■ベンダーや他⾏・他業態とも積極的に情報交換をおこなうなどし、常に最新の動向を注視し、
柔軟に対応していく必要性がある

メンテナンス負担への対応
○ ロボの拡⼤に伴って増える、シナリオマイナーチェンジなどへの対応
→ロボのサーバー管理への移⾏や、業務時間外稼働による働き⽅改⾰
→⼈材育成ならびに従業員のデジタルリテラシー醸成（⾏員のデジタル化）

デジタル化の更なる展開

コラボやアライアンスの検討

○FINTECH分野、バック事務の領域でも、他⾏間での連携が進んでいる
○プラットフォーム化したパッケージの活⽤
○グループ企業への移植、地域企業⽀援への活⽤など地域全体の⽣産性向上へ

○サブシステムやExcelのデータ加⼯（本部中⼼）
○定型帳票の⼿書き⽂字のデータ化（集中部署などへ展開）
○⾮定型帳票の⼿書き⽂字のデータ化（外部持ち込み帳票へ拡⼤）
○⾮構造データ？



検証

営業店 本部（集中部署） 営業店

期⽇管理 契約書作成
依頼

受付 契約書作成
準備

契約書作成 検証 返却
(紙ベース)

契約書受領
契約

＜RPA×BPR＞ ＜RPA×BPR＞

＜事例＞融資契約書作成

契約書受領
契約

営業店

＜RPAによる⾃動化＞
・当該業務の２／３に
対してRPAを適⽤

＜廃⽌＞
＜業務プロセス⾒直し＞
・不要な紙・やりとり削減
・返却⽇数の短縮（即⽇）

本部（集中部署）

返却
(電⼦ﾒｰﾙ)

＜効果①＞
プロセス廃⽌による

「省⼒化」

プロセス廃⽌

期⽇管理 契約書作成
準備

契約書作成

AFTER

＜効果②＞
RPA適⽤による
「業務効率化」

＜効果③＞
プロセス⾒直しによる

「業務改善」

BEFORE



ご清聴ありがとうございました


